
明
恵
上
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の
高
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に
つ
い
て

明
恵
上
人
の
高
山
寺
庵
室
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
昭
和
3
2
・
3
3
年
度
に
、
建
築
研
究
室
は
他
の
研
究
室
と
協
同
で
、
高
山
寺
と
仁

和
寺
の
聖
教
類
を
調
査
し
、
そ
の
中
、
特
に
高
山
寺
の
建
築
絵
図
類
に
注
意
し
た

結
果
を
標
題
の
下
で
報
告
す
る
。
そ
れ
ら
絵
図
は
高
山
寺
の
境
内
図
と
個
々
の
建

築
の
平
面
図
で
あ
０
、
後
者
に
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
同
寺
の
石
水
院
（
五

所
堂
）
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
別
に
他
の
庵
室
図
が
あ
っ
た
。
石
水
院
は
明
恵

上
人
の
庵
室
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
調
査
を
す
す
め
る
と
そ
う
で
は
な
く
、
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
※
）

ま
で
の
理
解
に
誤
０
か
お
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
そ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
と
共
に
、

他
の
庵
室
図
に
つ
い
て
考
え
る
所
を
述
べ
紹
介
す
る
。

　
（
※
）
　
五
所
堂
は
明
治
3
1
年
３
月
3
1
日
付
で
、
古
社
寺
保
存
法
に
よ
る
特
別
保
護
建
造
物

　
　
と
な
り
、
法
律
改
正
で
重
要
文
化
財
と
変
り
、
昭
和
2
8
年
３
月
3
1
日
に
は
新
国
宝
に
指

　
　
定
さ
れ
た
。
「
指
定
文
化
財
総
合
目
録
・
建
造
物
編
」
（
昭
和
3
3
年
1
0
月
刊
）
の
下
欄
外

　
　
の
説
明
に
（
伝
後
鳥
羽
院
御
学
問
所
、
貞
応
３
移
）
と
あ
る
。
こ
の
建
物
に
つ
い
て
、

　
　
日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部
建
築
史
研
究
分
科
会
は
昭
和
3
1
年
８
月
に
見
学
会
を
行
い
、

　
　
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
後
、
筆
者
は
こ
の
建
物
が
「
高
山
寺
縁
起
」
の
い
う
東
経
蔵
で

　
　
は
な
い
か
と
考
え
、
翌
3
2
年
1
1
月
、
日
木
建
築
学
会
近
畿
支
部
研
究
発
表
会
で
、
高
山

　
　
寺
石
水
院
の
経
緯
を
追
求
し
て
、
加
茂
か
ら
移
さ
れ
た
石
水
院
庵
室
は
現
在
で
は
残
っ

　
　
て
い
な
い
こ
と
を
説
い
た
。
そ
の
時
に
こ
れ
が
東
経
蔵
の
遺
構
と
考
え
る
旨
を
述
べ
た

建
造
物
研
究
室
・
建
築

が
、
詳
し
く
は
説
き
得
な
か
つ
た
の
で
、
そ
の
点
を
そ
の
後
に
加
え
た
資
料
を
以
て
説

明
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
ま
ず
庵
室
図
に
つ
い
て
高
山
寺
所
蔵
の
も
の
を
挙
げ
る
と
（
第
１
図
参
照
）
、
現

在
の
堅
理
番
号
は
第
１
５
７
箱
の
４
、
紙
本
墨
書
、
縦
２
９
.
　
２
ｃ
ｍ
横
５
１
.
０
ｃ
ヨ
で
、

北
と
書
入
れ
て
あ
る
方
を
上
に
し
た
時
左
上
に
、
長
方
形
の
朱
印
コ
尚
山
寺
」
が

逆
に
押
し
て
あ
る
。
南
北
２
間
、
東
西
４
間
の
平
面
、
詳
し
く
は
、
東
の
１
間
の

北
に
は
「
ツ
チ
」
と
書
き
、
土
間
で
あ
り
、
南
に
は
「
ヒ
ロ
ヒ
サ
シ
」
で
板
間
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
部
分
は
庇
と
解
釈
出
来
る
の
で
、
母
屋
３
間
に
し

て
東
の
１
面
に
庇
を
と
り
つ
け
た
三
間
一
面
の
建
築
で
あ
る
。
母
屋
３
間
の
中
、

西
１
間
と
、
中
央
の
方
２
間
と
に
わ
け
、
西
聞
―
間
の
西
側
は
「
サ
ク
リ
（
メ
」

と
書
入
れ
て
閉
じ
て
い
る
。
「
サ
ク
リ
」
は
「
決
Ｏ
」
で
、
柱
に
決
０
溝
を
ほ
０
つ

け
、
横
板
を
鉄
め
込
ん
だ
板
壁
で
あ
る
。
北
側
は
格
子
言
戸
で
開
き
、
南
側
は
蔀

戸
の
図
を
書
入
れ
て
あ
る
が
、
別
筆
で
「
ヤ
リ
ト
」
と
あ
る
か
ら
、
蔀
と
別
に
そ

の
施
設
も
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
問
仕
切
の
北
の
部
分
は
「
サ
ク
リ
（
メ
」
で
板

壁
、
南
に
は
引
違
戸
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
中
央
間
の
南
側
は
蔀
。
北
側
は
壁
の

よ
う
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、
そ
の
線
は
補
筆
で
あ
る
の
で
疑
わ
し
く
、
加
え
て

Ｓ
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柱
の
側
に
扉
を
示
す
印
が
あ
る
か
ら、

開
戸
で
開
放
し
て
い
た
と
も
思
え
る
。

東
側
の
庇
と
の
間
仕

切
は、

土
間
の
部
分
に
対
し
て
は
「
サ
ク
リ
ハ
メ
」、

広
庇
に
は
妻
戸
で
あ
る
。

こ
の
間
の
巾
央
に

大
き
く
正
方
形
が
書
い
て
あ
る
の
は
座
床
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

広
庇
は
吹
放
し
で
板
敷
と
な

り、

北
の
土
間
へ

降
る
た
め
階
段
が
あ
る
。

こ
の
広
庇
の
東
側
か
ら
南
側
全
体
に
は
縁
が
あ
り
勾
欄

が
附
け
ら
れ、

南
の
中
央
に
階
設
を
設
け
る
。

勾
欄
は
西
端
で
は
南
に
折
れ
由
っ
た
体
に
し
て
あ
る

か
ら、

こ
の
建
物
の
西
南
に
別
の
建
物
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
図
は、

書
入
れ
の
文
字、

紙
質
に
よ
っ
て
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
判
定
さ
れ、

当
時
の
或
る
簡

単
な
建
物
の
平
面
で
、

東
側
の
土
間
と
広
庇
が
こ
の
建
物
の
入
口
で
、

巾
央
間、

座
床
の
あ
る
所
が

主
室、

そ
の
奥、

板
壁
を
多
く
使
っ
て
い
る
の
は
副
室
で
あ
る
。

主
室
が
昼
に
使
わ
れ、

副
室
は
夜

の
寝
間
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

主
室
の
座
床
を
禅
床
と
み
な
し、

鎌
倉
時
代
の
建
物
で
、

高
山

寺
に
閃
係
が
あ
る
も
の
と
す
れ
ば、

こ
れ
は
明
恵
上
人
の
庵
室
の
―

つ
で
あ
る
と
考
え
る
。

高
山
寺
に
は
明
恵
上
人
の
造
跡
と
し
て
、

最
期
の
住
房
で
あ
っ
た
禅
堂
院
以
外
に
七
処
あ
っ
た
と

（

※
）
 

い
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
こ
と
は
建
長
5
年
(
1
2
5
3)

撰
の
「
高
山
寺
縁
起
」

に
示
さ
れ
て
い
る

が、

そ
の
中
で
こ
の
図
に
合
う
も
の
と
し
て
は
練
若
台
で
あ
る
。

縁
起
は
「
右
閑
室
者、

建
保
三
季

夏
比、

寺
巾
尚
桐
人
之
間、

点
於
西
峯、

構
三
間
一

面
之
草
庵、

避
喧
雑
事、

幽
寂
為
先、

故
号
練

若
台
」

と
示
し
て
い
る
。

三
間
一

面
で
あ
る
こ
と、

入
口
と
し
て
土
間
が
庇
に
と
り
い
れ
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
敷
地
の
狭
い
峯
の
よ
う
な
場
所
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
一

致
す
る
。

ま
た
、

縁
起
は
練
若
台
に
つ
い
て
「
其
後
北
谷
去
三
段
許、

結
一

宇
草
室、

一

両
小
僧
侍
者
此
処

云
々
、

両
宇
共
為
古
跡、

指
図
別
在
之
」

と
し
て
、

練
若
台
が
既
に
亡
く、

指
図
を
残
し
て
い
る
と

示
し
て
い
る
の
は
注
意
す
べ

き
で
あ
る
。

縁
起
と
指
図
と
は
も
と
か
ら
別
の
も
の
で
あ
っ
て
、

の
ち

に
指
図
が
紛
れ
て
し
ま
つ
て
、

今
の
縁
起
に
は
そ
れ
が
載
せ
ら
れ
ず、

こ
の
た
び
紛
れ
て
い
た
指
図

を
見
出
し
た
こ
と
に
な
っ
た
も
の
か
。

こ
の
錬
若
台
の
遺
跡
は
今
も
存
在
し
て
い
る
が、

他
の
遺
跡

に
み
ら
れ
る
標
石
は
失
わ
れ
て
い
る
。

，

 



（
※）

影
山
春
樹
氏
論
文
「
高
山
寺
の
明
恵
上
人
遺
跡」
（『
仏
教
芸
術』

第
28
号、

昭
和

31
年
6
月）

参
照。

明
恵
上
人
の
最
期
の
住
房
で
あ
っ
た
禅
堂
院
に
つ
い
て
縁
起
は
委
し
く
述
べ
て

い
る
。

建
物
は
は
じ
め
加
茂
神
官
能
久
に
よ
り、

神
山
の
麓、

塔
ノ
尾
に
設
け
た

の
を
高
山
寺
石
水
院
に
移
し、

石
水
院
が
安
貞
2
年
(
1
2
2
8)

洪
水
で
こ
わ
れ
た

の
ち、

さ
ら
に
移
し
建
て
た
も
の
で、

そ
れ
は、

三
間
四
面
檜
皮
葺
で、

西
面
は

持
仏
常
と
な
り、

そ
の
南
2
間
の
所
に
1
脚
の
縄
床
を
た
て
禅
床
と
し、

南
面
を

学
問
所
と
し
た
。

こ
れ
を
主
屋
と
し
て、

他
に
十
三
菫
宝
塔
と
法
鼓
台
と
が
あ
り、

ま
た、

も
と
は
禅
河
院
に
立
つ
て
い
た
二
間
屋
を
移
立
し
た
客
殿
が
あ
り、

世
事

所
と
し
て
山
厨
煎
茶
等
を
設
け
る
二
間
屋
が
あ
り、

宝
塔
へ
の
渡
廊
が
あ
り、

木

像
真
影
が
安
置
し
て
あ
っ
た
。

そ
の
建
物
の
一
っ
と
思
わ
れ
る
も
の
の
図
と
し
て
仁
和
寺
所
蔵
「
梅
尾
禅
常
院

御
庵
室
差
図
」

を
紹
介
す
る
（
第
2
図
参
照）。

そ
の
図
は、

元
来
は
「
伝
受
類

棗
抄
]

に
あ
っ
た
の
を
江
戸
時
代
に
写
し
た
も
の
で、

紙
背
の
文
字
が
に
じ
み
出

し
て
み
に
く
い
。

方
2
間
で、

中
央
に
も
柱
を
た
て
た
も
の
。

東
面
の
右
の
間
に

違
戸
と
し
て
い
る
。

北
側
2
間
が
主
室
で、

扉
を
た
て
て
入
口
と
し、

南
面
の
西
の
間
を
壁
と
し
た
以
外
は
各
間
共
2
枚
の
引

そ
れ
に
「
土
室
」

と
書
入
れ
が
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
土
間
を
意
味
し、

巾
央
柱
か
ら
西
に
よ
せ
て、

か
こ
っ
た
部
分
が
あ

る
の
は
「
ゆ
か
」

を
あ
ら
わ
し、

神
床
が
設
け
て
あ
っ
た
と
考
え
る
。

南
側
の
西

の
間
に
は
弥
勒
張
が
お
か
れ
て
い
る
の
で
持
仏
堂
を
意
味
し、

東
の
間
に
は
「
額

（
※）
 

突
間
一

あ
る
の
で
、
「
ケ
」

の
部
屋
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

明
恵
上
人
の
高
山
寺
庵
室
に
つ
い
て

こ
の
庵
室
図
は
禅
党
院
の
建
物
の
内、

ど
れ
に
あ
た
る
も
の
か
c

さ
き
に
示
し

た
様
に
禅
堂
院
に
は
二
間
屋
が
2
棟
あ
っ
た、

思
わ
れ
る
が、

最
初
の
禅
河
院
庵
室
が、

そ
の
う
ち、

こ
れ
は
法
鼓
台
の
四

北
角
に
あ
っ
た
客
殴、

す
な
わ
ち、

も
と
の
禅
河
院
の
庵
室
と
考
え
ら
れ
る
も
の

で
あ
ろ
う。

た
だ、

客
殿
と
す
れ
ば、

土
間
の
建
物
で
あ
る
こ
と
は
い
ぶ
か
し
く

そ
の
ま
ま
禅
堂
院
に
う
つ
さ
れ
て
い
た

と
す
れ
ば、

土
間
の
建
物
で
あ
っ
て
も
支
障
な
い
と
思
う、

樹
の
上、

或
は
岩
盤

の
上
で、

坐
神
し
た
明
恵
上
人
と
し
て
み
れ
ば、

か
よ
う
な
土
間
の
府
主
を
特
つ

て
い
た
と
し
て
も
別
に
不
思
議
で
は
な
い
と
息
う
か
ら
で
あ
る
。

(
※)

「
額
突」
に
つ
い
て
は
従
来
の
所、

あ
き
ら
か
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

第2図 仁和寺蔵梅尾禅堂院御庵室差図
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『
門
葉
記
』
中
に
叡
山
の
青
蓮
院
に
移
さ
れ
た
も
と
の
十
楽
院
の
小
御
所
の
図
が
お
さ

め
て
あ
る
が
、
そ
の
中
、
御
中
居
と
常
御
所
と
の
間
の
箇
所
に
、
「
ヒ
タ
イ
ツ
キ
」
と
書

入
れ
が
あ
り
、
又
同
記
浄
戒
院
の
指
図
に
も
「
ヌ
リ
コ
メ
」
等
と
書
入
れ
が
あ
っ
て
御

中
居
と
思
わ
れ
る
所
に
「
ヒ
タ
イ
ツ
キ
」
と
あ
る
。
『
沙
石
集
』
一
、
上
「
出
離
神
明
祈

事
」
の
中
に
は
「
ヒ
タ
イ
ツ
キ
シ
タ
ル
ケ
ヰ
ニ
ョ
ビ
入
テ
」
と
あ
る
こ
と
、
同
書
三
、

　
「
律
学
者
之
学
興
行
相
違
事
」
に
「
ヒ
タ
イ
ツ
牛
」
の
内
で
魚
を
焼
く
こ
と
を
下
知
す

る
と
い
う
こ
こ
か
お
り
、
い
ず
れ
も
表
座
敷
で
な
い
所
に
設
け
た
も
の
を
指
し
て
い
る
。

四

　
石
水
院
を
引
き
っ
い
だ
禅
堂
院
は
い
つ
ま
で
残
っ
て
い
た
も
の
か
。
高
山
寺
の

火
災
に
つ
い
て
知
ら
れ
る
所
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
、
『
教
言
郷
記
』
応
永
1
4
年

　
（
に
弓
）
２
月
2
3
日
の
条
に
「
栂
尾
坊
焼
亡
」
と
あ
る
の
を
挙
げ
る
。
次
い
で
、

　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
文
明
２
年
（
に
召
）
４
月
3
0
日
の
条
に
「
栂
尾
悉
以

焼
失
欺
云
々
、
為
事
実
者
可
歎
々
々
、
当
社
真
影
等
御
座
、
希
有
在
所
也
、
如
何

哉
、
能
々
可
尋
之
、
定
而
如
近
日
者
霊
所
皆
以
可
滅
亡
也
」
あ
り
、
奈
良
ま
で
聞

え
た
事
件
が
お
こ
っ
た
ら
し
い
が
、
単
に
う
わ
さ
に
止
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

さ
ら
に
天
文
1
6
年
（
１
５
４
７
）
閏
７
月
５
日
に
は
、
当
時
高
雄
城
に
こ
も
っ
て
い
た

細
川
国
慶
を
、
細
川
晴
元
が
攻
め
て
、
神
護
寺
・
高
山
寺
に
火
を
放
っ
た
こ
と
、

　
『
厳
助
往
年
記
』
に
「
栂
尾
又
同
前
、
十
三
重
塔
婆
己
下
悉
以
炎
上
、
諸
坊
一
宇

不
残
、
両
寺
滅
却
」
と
見
え
て
い
る
。
諸
坊
一
宇
と
し
て
残
ら
ず
と
あ
る
け
れ
ど
。

　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
※
）

詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
誇
張
し
た
言
い
方
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
高

山
寺
蔵
『
華
厳
縁
起
』
第
２
巻
裏
書
の
、
元
亀
元
年
（
応
召
）
と
手
記
あ
る
文
中

に
「
是
年
兵
乱
之
時
、
足
軽
共
執
破
為
及
兵
火
、
所
々
焼
失
了
」
と
も
お
る
。
そ

の
後
の
こ
と
は
、
高
山
寺
蔵
文
書
で
、
寛
保
以
後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
に
。

　
　
　
　
　
奈
良
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寺
中
に
７
宇
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
、
そ
の
中
の
禅
堂
院
を
食
堂
と
説
明
し
、
享
保

２
年
（
１
７
１
７
）
４
月
８
日
に
類
焼
、
「
以
後
自
享
保
七
年
寅
十
一
月
至
卯
年
新
造

畢
」
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
禅
堂
院
は
享
保
年
間
に
造
替
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ゆ
え
に
、
応
永
・
文
明
・
天
文
・
元
亀
と
火
災
が
栂
尾
に
あ
り
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
禅
堂
院
が
焼
け
残
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
享
保
の
火
災
に

は
残
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
、
石
水
院
か
ら
禅
堂
院
へ
と
引
き
っ
が
れ
た

建
物
、
す
な
わ
ち
、
明
恵
上
人
の
庵
室
は
現
在
ま
で
残
る
筈
が
な
い
と
理
解
す
る
。

（
※
）
　
文
中
に
十
三
重
塔
焼
亡
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
塔
を
禅
堂
院
中
の
も
の
と
見
て
、
禅

　
堂
院
は
こ
の
時
に
焼
亡
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
一
‥
四
山
寺
中
全
部
が
焼
け
た
と
は
思
え

　
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
高
山
寺
が
、
特
に
室
町
時
代
以
降
信
仰
を
あ
っ
め
、
火
災
と
い
え
ば
、
奈
良
ま

で
う
わ
さ
が
聞
え
た
の
は
、
既
記
の
よ
う
に
春
日
神
影
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
に

よ
る
。
し
か
も
、
神
影
開
帳
に
は
参
詣
の
た
め
人
出
が
あ
っ
た
こ
と
、
『
康
富
記
』

文
安
元
年
（
１
４
４
４
）
　
2
0
月
２
日
の
条
に
見
ら
れ
る
が
、
な
お
そ
れ
よ
り
早
く
『
東

寺
王
代
記
』
康
応
元
年
（
口
丞
）
７
月
2
0
日
の
条
に
も
見
ら
れ
、
特
別
な
信
仰
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
貴
人
の
信
仰
を
得
て
参
詣
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
早
い
例
と
し

て
は
『
花
園
院
御
記
』
元
応
二
年
（
１
３
２
０
）
九
月
八
日
の
条
に
「
今
目
御
幸
栂
足
、

朕
同
参
、
…
…
巳
刻
到
栂
尼
、
上
皇
自
元
御
座
御
影
堂
也
、
朕
同
参
、
…
…
次
参

石
水
院
、
奉
拝
春
日
住
吉
神
体
皿
大
（
心
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

信
仰
を
あ
つ
め
て
い
た
神
影
が
当
時
で
は
石
水
院
で
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
記
の
よ
う
に
、
洪
水
で
石
水
院
は
な
く
な
り
、
建
物
は

11
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移
さ
れ
て
禅
堂
院
と
呼
び
か
え
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、

な
お、

石
水
院

が
あ
っ
た
と
す
れ
ば、

そ
れ
は
い
か
な
る
建
物
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か。

春
日
明
神
の
祀
ら
れ
た
建
物
と
し
て
『
高
山
寺
縁
起』

は
鎮
守
の
社
殿
が
あ
っ

た
の
を
挙
げ
る。

し
か
し、

そ
れ
は
大
白
光
神
（
イ
ン
ド
）
・
善
妙
神
（
シ
ラ
ギ）

と
対
に
な
る
も
の
で、

西
山
の
傍
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る。

そ
れ
と
別
に

東
経
蔵
の
項
に
「
当
経
蔵
西
面、

文
暦
二
年
認、

四
月
廿
二
日、

奉
安
〖直
春
日
住

吉
両
大
明
神
御
形
像
畢」

と
も
あ
る。

こ
の
東
経
蔵
の
方
が
石
水
院
に
関
係
あ
る

こ
と
は、

縁
起
に
「
本
是
羅
漠
堂
東
辺
立
之、

而
羅
漠
堂
迦
立
之
刻、

於
石
水
院

西
岸
移
造
之、

且
怖
火
難
遠
人
煙
也」

と
あ
る
の
で
わ
か
り、

位
置
と
し
て
は、

石
水
院
と
谷
川
を
は
さ
ん
だ
西
岸
で
あ
っ
て、

遠
く
は
な
れ
て
い
な
い
。

そ
の
位

置
は、

寛
喜
2
年
(1230)

に
作
成
さ
れ
た
『
高
山
寺
絵
図』

よ
っ
て、

正
確
に

は
金
堂
よ
り
東
方、

は
な
れ
た
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る。

か
く
て、

東
経
蔵

が
石
水
院
の
傍
に
あ
り、

そ
の
西
面
に
春
日
住
吉
の
南
神
影
が
安
罰
さ
れ
て
い
た

も
の
と
す
れ
ば、
『
花
園
院
御
記』

の
石
水
院
は
こ
の
東
経
蔵
を
指
し
て
い
る
に
他

な
ら
な
い
。

い
い
か
え
る
な
ら、

東
経
蔵
が
石
水
院
の
傍
に
あ
っ
た
か
ら、

庵
室

と
し
て
の
石
水
院
が
退
転
し
た
以
後、

石
水
院
の
名
を
つ
い
だ
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う。

こ
の
東
経
蔵
西
面
に
神
影
を
安
置
す
る
こ
と
を
発
願
し
た
者
は、
「
喜
海
上
人
日

記
」
（
い
疇
疇
巴
に
よ
る
と
藤
原
家
実
で
あ
る。

そ
れ
故
に、

そ
の
開
帳
は
南
都
興

福
寺
と
関
係
深
く、
「
十
無
尽
院
記」
（
い
『
口
巴

や
「
興
福
寺
濫
崩
記」

に
よ
れ

ば、

興
福
寺
別
当
に
補
せ
ら
れ
た
者
は、

か
な
ら
ず、

三
笠
山
奥
の
院
で
あ
り、

12 
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第4図 高山
ー

、『石水院寛永14年御影開帳指図

春
日
の
生
身
の
御
形
像
が
安
置
し
て
あ
る
と
い
う 、

こ
の
石
水
院
へ

参
ら
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

輿
福
寺
の
一

乗
院
或
は
大
乗
院
は
こ
れ
を
開
帳
す

る
の
に
入
念
で
あ
っ
て
お
ろ
そ
か
に
し
な
か
っ
た

。

そ
れ
を
機
会
に
建
物
を
修
理

し
た

。

例
え
ば
『
宣
胤
卿
記
』

永
正
15
年
(
1
5
1
8)
10
月
13
日
の
条
に
「
栂
尾
石
水

院
春
日
神
影
自
今
日
七
箇
日
開
帳
」

と
あ
る
の
に
応
じ
て

、

寺
蔵
の
棟
札
に
永
正

16
年
の
も
の
が
あ
り 、

そ
れ
に
「
当
院
破
損
之
間 、

南
都
興
福
寺
井
和
州
之
国
民 、

又
於
京
都
少
々
沙
門
以
下
令
勧
進 、

剰
自
去
年
十
月
十
三
日
至
同
廿
三
日
十
ケ
日

之
間
致
閲
帳
上
葺
下
造
作
□
以
其
功
記
旨
永
正
拾
六
年

叩
二
月
十
四
日
地
蔵
院
住

金
剛
仏
子
朔
助

声
□
（
花
押
）
」

と
あ
っ
て

、

開
帳
の
前
後
に
か
け
て
修
理
が
行
わ

キ
ー

t

 そ
の
様
な
閃
係
を
詳
し
く

示
す
も
の
は
寛
永
14
年
(
1
6
3
7)

に
行
わ
れ
た
も
の

が
あ
る
。

開
帳
の
順
末
は
仁
和
寺
蔵
の
「
石
水
院
開
帳
記
」

に
よ
る
が 、

そ
の
時 、

石
水
院
を
改
造
修
理
し 、

要
し
た
費
用
の
こ
と
は
高
山
寺
蔵
の
「
春
日
御
開
帳
前

後
修
理
入
用
御
帳
」

で
わ
か
る
。

そ
れ
以
上
に
都
合
の
い
い
こ
と
に
は
改
造
の
こ

と
を
記
し
た
指
図
が
仁
和
寺
に
あ
り
（
第
3
図
参
照
） 、

写
し
は
高
山
寺
に
も
と

つ
て
あ
る
。

開
帳
記
の
指
図
（
第
4
図
参
照
）

と
改
造
箇
所
を
示
し
た
「
梅
尾
石

水
院
梵
図
」

と
が
一

致
し
て
い
る
の
で

、

図
に
示
さ
れ
る
建
物
で
聞
帳
が
行
わ
れ

た
の
で
あ
る
。

図
に
よ
る
と
西
間
は
内
陣
と
し
て
春
日
住
吉
両
神
影
が
安
置
さ
れ 、

そ
の
前
面
に
拝
所
が
あ
る
。

内
陣
の
北
に
は
密
経
蔵
と
書
入
れ
た
間
が
あ
り 、

東

の
広
間
は
顕
経
歳
と
書
入
れ
て

、

東
北
西
の
3
方
に
は
5

段
の
聖
経
棚
が
設
け
て

あ
る
。

す
な
わ
ち 、

こ
の
建
物
の
中
心
は
顕
経
蔵
で
あ
っ
て

、

そ
の
西
面
に
春
日

住
吉
が
安
置
し
て
あ
り 、

ま
さ
に
縁
起
の
東
経
蔵
と
合
致
す
か ‘

5

こ
の
図
に
よ
り 、

石
水
院
と
い
う
の
は
東
経
蔵
で
あ
る
こ
と
に
異
議
を
は
さ
む
こ
と
が
出
来
な
い
も

13 
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の
と
な
る
。

　
慶
安
２
年
（
ぶ
台
）
に
も
開
帳
さ
れ
、
そ
の
記
の
指
図
も
同
じ
建
物
で
あ
る
。

そ
の
時
の
拝
堂
順
序
は
、
金
堂
、
石
水
院
両
明
神
、
東
経
蔵
、
御
廟
、
禅
堂
院

（
開
山
堂
）
で
あ
っ
た
。
両
明
神
開
帳
の
場
所
と
東
経
蔵
と
は
同
じ
建
物
の
こ
と

で
、
向
き
の
ち
が
っ
た
面
を
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
行
事
は
金
堂
と
御
廟

と
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
時
間
の
上
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

位
置
の
点
で
も
そ
う
で
あ
っ
て
、
両
明
神
と
東
経
蔵
と
は
、
金
堂
と
御
廟
と
の
問
、

　　　　　　哺）

ｎ　現在の五所堂（石水院）の平面

　第５図　高山寺石水院平面図

従
っ
て
金
堂
よ
り
東
方
に
あ

っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、

東
経
蔵
と
し
て
は
、
羅
漢
堂

が
建
て
ら
れ
た
時
に
、
移
さ

れ
た
位
置
、
石
水
院
西
岸
の

ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
、
※
）
　
享
保
２
年
７
月
の
火

　
災
を
・
ｙ
一
し
た
、
寺
蔵
の
文
書

　
に
「
鎮
守
二
社
」
あ
る
こ
と

　
を
挙
げ
、

　　　　一　　一対社轄社

言　能頷

　　牛詰

こ　蔀雛
うと　両肘

明　　明　押
神　　神

と
あ
り
東
経
蔵
を
社
壇
と
し

て
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
注
意

し
た
い
。
そ
の
建
物
は
ま
た

石
水
院
と
い
う
名
か
ら
、
明

恵
上
人
の
禅
室
と
し
、
こ
の
頃
か
ら
、
東
経
蔵
が
上
人
の
庵
室
と
欧
称
さ
れ
る
に
至
る

も
の
か
。
天
保
1
5
年
（
ぶ
太
）
修
理
さ
れ
た
時
、
取
替
え
ら
れ
た
西
面
拝
所
の
墓
股
の

裏
に
「
水
藻
形
四
枚
、
模
造
手
石
水
院
古
様
、
後
鳥
羽
帝
御
別
荘
加
茂
石
水
院
殿
也
、

承
久
年
中
依
御
願
移
于
‥
四
山
寺
為
明
恵
上
人
禅
坊
也
」
と
慧
友
の
于
記
か
お
り
、
又
明
。

治
2
2
年
今
の
地
に
移
さ
れ
た
時
の
棟
札
に
は
「
石
水
院
一
宇
、
今
茲
明
治
2
2
年
６
月
2
5

口
移
転
上
棟
畢
、
抑
此
院
殿
初
当
後
鳥
羽
天
皇
加
茂
行
宮
賜
干
開
山
上
人
移
此
処
、
以

降
経
数
百
年
序
棟
練
馥
改
依
上
仲
宮
庭
以
来
承
特
旨
更
加
修
営
、
移
此
地
為
永
世
不
朽

計
」
と
あ
り
、
加
茂
に
お
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
後
鳥
羽
土
」
ヱ
と
結
び
介
わ
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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第6図

B2 B1 

高山1」
→

： 石水院柱の般跡

A 

こ
の
東
経
茂
が
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
位
置
か
ら 、

今
の
位
置
へ

明
治
22
年

(
18
8
9)

に
移
さ
れ
た
石
水
院
の
柱
間
寸
法
は 、

寛
永
14
年
の
「
梅
尾
石
水
院
差

図
」

の
主口
入
寸
法
と
全
く

等
し
い

。

石
水
院
に
は
鎌
介
時
代
の
追
材
が
多
い
の
で

、

或
は
明
恵
上
人
辿
立
の
東
経
蔵
が
改
造
さ
れ
今
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

も
し 、

う
と 、

そ
う
と
す
れ
ば
追
材
の
ど
れ
か
に
差
図
と
合
う
点
が
得
ら
れ
る
だ
ろ

そ
の
痕
跡
を
求
め
て
見
た

。

特
に
柱
に
つ
い
て
注
忍
す
る
と 、

古
い
柱
と

見
て
も 、

内
部
の
柱
と
は
思
え
な
い
程
風
蝕
が
あ
る
の
で
い
ぶ
か
し
く 、

細
か
に

見
る
と 、

そ
の
よ
う
に
作
っ
た
薄
い
板
を
は
り
つ
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た

。

そ
れ
は
移
転
或
は
修
補
の
時
に
古
い
瓶
跡
を
泊
し
見
ば
え
を
よ
く
す
る
た

め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し 、

今
の
使
い
方
と
違
っ
た
痕
跡
を
止
め
て

い
る
柱
が 、

第
5
図
II
の
平
而
図
で
示
し
た
位
悶
(
A 、

B 、

C 、

D
の
柱）

に

あ
る
こ
と
を
認
め
た 。）

そ
の
柱
を
党
永
の
差
図
と
比
較
す
る
と 、

A
は
東
の
面
に

璧
の
痕
跡
が
あ
る
筈
が
な
く

（
第
6
図
A
) 、

90
度
回
転
さ
せ
て
内
陣
社
燒
の
後
壁

の
跡
と
見（
第
6
図
Bl) 、

こ
れ
に
対
す
る
B
の
柱
の
北
面
に
は
同
じ
痕
跡
が
あ
り 、

そ
の
西
訓
に
は
買
永
図
に
よ
る
扉
の
力
立
の
販
跡
を
の
こ
し
て
い
る
（
第
6
図
Bz
)

。

同
じ

方
立
痕
跡
は
C
の
柱
（
第
6
図
C
)

に
も
見
ら
れ
る
か
ら
買
永
の
図
の
通
り

こ
こ
に
扉
が
あ
っ
た
も
の
で

、

改
造
後 、

こ
の
扉
は
北
の
物
入
（
密
経
戟）

の
肖

間
仕
切
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

。

B
の
柱
が
古
い
と
す
れ
ば 、

買
永

閃
に
は
5
段
の
桐
が
と
り
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら 、

だ
と
求
め
る
と
東
北
の
面
に
3
段
分
が
氾
つ
て
い
る
（
第
6
図
Bz
)

。

5
段
の
棚
の
瓶
跡
を
他
の
柱
に
求
め
る
と
D
の
柱
（
第
6
図
D
)

に
残
っ
て
い
る

七

こ
、

,

1

 

さ
ら

そ
の
痕
跡
が
あ
る
べ
き
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明
恵
上
人
の
高
山
寺
庵
室
に
つ
い
て

棚
板
間
隔
は
１
.
１
８
尺
（
３
５
.
５
ｃ
ｍ
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
最
上
段
で
は
今
の
長
押
の

位
置
に
よ
り
狭
く
な
り
不
適
当
だ
と
見
れ
ば
、
も
と
は
長
押
の
位
置
が
高
か
っ
た

こ
と
を
示
す
痕
跡
が
柱
上
部
に
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
柱
の
南
面
は
壁
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
痕
跡
か
お
る
。

　
寛
永
の
図
と
合
う
点
は
、
背
面
で
、
柱
を
中
に
し
て
左
右
に
開
く
型
戸
の
部
分

で
、
そ
の
あ
た
り
は
建
立
当
初
の
ま
ま
ら
し
い
。
又
古
い
趣
を
残
し
て
い
る
西
面

落
板
敷
の
あ
た
り
は
、
そ
こ
に
春
日
住
吉
両
神
影
が
奉
祀
さ
れ
た
時
に
拝
所
と
し

て
改
造
附
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
れ
ば
、
文
暦
２
年
（
に
回
）
の
仕
事

で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
寛
永
の
指
図
に
合
わ
な
い
点
は
、
後
世
の
改
造
で
あ
っ
て

明
治
2
2
年
移
建
の
時
の
も
の
と
考
え
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
今
の
石
水
院
と
寛
永
差
図
と
を
比
較
す
る
と
変
っ
て
い
る
部

分
も
多
い
が
、
け
じ
め
け
じ
め
に
合
致
す
る
点
か
お
り
、
今
は
、
畳
を
敷
い
て
座

敷
と
な
っ
て
い
る
所
は
顕
経
蔵
で
あ
っ
だ
。
ま
た
、
春
目
住
吉
両
神
影
の
奉
祀
さ

れ
て
い
た
部
分
も
改
造
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
拝
所
は
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
（
た

だ
し
向
拝
は
後
世
の
も
の
で
昭
和
修
理
で
賠
備
さ
れ
た
）
か
ら
、
こ
の
建
物
は
寛

永
時
に
は
石
水
院
と
呼
び
、
別
に
東
経
蔵
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
れ
は

そ
の
ま
ま
、
明
恵
上
人
が
高
山
寺
を
建
立
し
た
頃
（
建
永
元
年
、
に
畠
か
）
の
東

経
蔵
と
な
り
、
石
水
院
と
し
て
も
と
も
と
か
ら
の
庵
室
で
は
な
い
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杉
　
山
　
信
　
一
言

巧

｜
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